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	8.1  大気質
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	8.2  騒音
	8.3  振動
	8.4  低周波音
	8.5  植物
	8.6  動物
	8.7  景観
	8.8  人と自然の触れ合いの場
	8.9  廃棄物
	本事業の工事による掘削等及び建築物の建築による廃棄物の発生、掘削による残土の発生及び供用による施設の稼働に伴う廃棄物の発生が考えられる。そこで、これらの廃棄物等の及ぼす影響について予測及び評価を行った。
	予測及び評価にあたって、現地調査は実施していない。
	8.9.1 現況調査
	現地調査は実施しない。
	8.9.2 予測
	1. 工事による影響（掘削等及び建築物の建築）
	(1) 予測内容
	予測内容は、掘削等及び建築物の建築による廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策による削減状況並びに掘削等に伴う残土の発生量及びリサイクル等抑制策による削減状況等とした。
	(2) 予測地域
	掘削等及び建築物の建築による廃棄物等の予測地域は計画地とした。
	(3) 予測対象時期
	掘削等及び建築物の建築による廃棄物等の予測対象時期は工事期間全体とした。
	(4) 予測方法
	① 廃棄物

	掘削等及び建築物の建築による廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策による削減状況等の予測方法は、事業計画及び事例の引用・解析等により、工事中の建設廃材等については廃棄物の種類ごとの発生量を算定する方法によるものとした。また、減量化等の対策内容、再資源化率等を推計し、廃棄物の処分方法を明らかにするものとした。
	② 残土

	掘削等に係る残土の発生量及びリサイクル等抑制策による削減状況等の推計方法は、事業計画及び事例の引用・解析等により、工事中による残土の発生量を算定するものとした。また、リサイクル等抑制策を示して再資源化率等を推計するとともに、残土の処分方法を明らかにするものとした。
	(5) 予測結果
	① 廃棄物
	本事業の建設工事に伴う廃棄物発生量は第8.9-1表のとおりである。
	発生する廃棄物の総量は33,790t、再資源化量は33,460t（再資源化率99.0％）と予測される。
	建設産業廃棄物の処理にあたっては、「資源の有効な利用に促進に関する法律」、「建築工事に係る資材の再資源化等に関する法律」に基づき適切に処理する。また、廃棄物の回収及び処理は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令に基づき、仙台市の許可業者に委託するものとし、産業廃棄物管理表（マニュフェスト）を交付し、適切に処理されることを監視する。
	第8.9-1表　工事に伴う産業廃棄物の予測結果
	② 残土
	本事業の建設工事に伴う残土の発生量は第8.9-2表のとおりである。
	掘削工事等による発生土は約4.9万t発生し、場外へ搬出する残土は約3.6万t（再資源化率26.5%）と予測する。
	建設土の発生については、現段階において搬出先は未定であるが、工事の実施に際しては、「資源の有効な利用の促進に関する法律」等に基づき適正に処理する。
	第8.9-2表　建設工事に伴う残土の発生量


	2. 供用による影響（施設の稼働）
	(1) 予測内容
	予測内容は、施設の稼働に伴う廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策による削減状況等並びに施設の稼働に伴う水利用量とした。
	(2) 予測地域
	(2) 予測地域
	予測地域は計画地とした。
	(3) 予測対象時期
	予測対象時期は、定常的な活動となり、廃棄物の排出が最大となる定期点検時とした。
	(4) 予測方法
	① 廃棄物
	廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策による削減状況等の予測方法は、事業計画及び事例の引用・解析等により、施設の稼働に伴う廃棄物の種類ごとの発生量を算定する方法によるものとした。また、減量化等の対策内容、再資源化率等を推定し、廃棄物の処理方法を明らかにした。
	② 水の利用量
	水の利用料の予測方法は、事業計画及び事例の引用・解析等により、施設の稼働及び人の利用に伴う水の利用料を推定するものとした。

	(5) 予測結果
	① 廃棄物
	本事業の施設の稼働に伴う廃棄物発生量は第8.9-3表のとおりである。
	発生する廃棄物の総量は12,811t、再資源化量は10,510t（再資源化率82.0％）と予測される。
	廃棄物の回収及び処理は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令に基づき、仙台市の許可業者に委託するものとし、産業廃棄物管理表（マニュフェスト）を交付し、適切に処理されることを監視する。
	第8.9-3表　施設の稼働に伴う主な産業廃棄物
	② 水の利用
	施設の稼働に伴う年間の水利用量は、第8.9-3表のとおりである。
	本事業による水利用量は、本事業と同程度の規模の発電所における年間利用推量と同程度と想定して設定するものとした。
	事業計画では、日最大の生活用水が10t/日、プラント用水が600t/日であることから、年間の最大日数（366日）を乗じ、年間水利用量は223,260tと予測する。
	第8.9-4表　施設の稼働に伴う年間水利用量
	単位(t)



	8.9.3 環境の保全及び総合のための措置
	1. 工事による影響（掘削等及び建築物の建築）
	掘削等及び建築物の建築による廃棄物の発生量を予測した結果、廃棄物は33,790t発生し、再資源化量は33,460t（再資源化率99.0％）と予測された。また、掘削発生土は約4.9万t発生し、場外へ搬出する残土は約3.6万t（再資源化率26.5%）と予測された。
	事業の実施にあたっては、掘削等及び建築物の建築による廃棄物等の発生量を可能な限り低減するため、第8.9-5表に示す環境保全措置を講ずる。
	2. 供用による影響（施設の稼働）
	施設の稼働に伴う廃棄物の発生量を予測した結果、廃棄物は12,811t発生し、再資源化量は10,510t（再資源化率82％）と予測された。また、水の利用量は年間223,260tと予測された。
	事業の実施にあたっては、施設の稼働に伴う廃棄物の発生量及び水の利用量を可能な限り低減するため、第8.9-6表に示す措置を講ずる。

	8.9.4 評価
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